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アプリケーションレポート No.CDA-SCJ 12002 

CDA-1000 藍藻の経日測定 

作成：2013 年 3 月 1/2

 １．はじめに 

藻類には多くの種類が知られているが、藍藻（シ

アノバクテリア）もその一種である。 

藍藻（シアノバクテリア）は、一種の細菌とされ

ており、光合成によって酸素を産生する特徴を持

つ。 

単細胞で浮遊したり、いくつかの細胞で集団を形

成したり、糸状体を形成したりと形状の異なるもの

や、藍色・赤色・青色・緑色など色素組成の違うも

のなど様々な藍藻が存在する。 

夏場などに大量発生し、悪臭や毒性の原因となる

種類もあるが、海水に広く分布し地球上で二酸化炭

素を取り込み酸素を発生することで大きく貢献し

ている。 

最近では、水素の産生や油分の蓄積を利用したバ

イオエネルギーの研究対象として注目されており、

大学などの研究機関や企業が取り組んでいる。 

今回、藍藻を継代した後の経日変化を捉える実験

を行ったので報告する。 

 

２．試料 

シネココッカス 

Synechococcus sp. (NIES-969) 
十分に増殖した培養液から新たな培地へ

継代した。 
 

３．培養条件 

1) 温度 
 20 ℃ 

2) 光強度 
40-50 μmol photons/m2/sec 

3) 明暗周期 
 12L:12D 

4) 試験管 
一日毎に測定する培養液は独立した試験

管であり、継代時から測定まで静置培養

した。 
明期の時間に恒温層から試験管を取り出

して測定試料とした。 
 

４．装置測定条件 

装置 ：CDA-1000 
検出器 ：25μm 
X 軸 ： 粒子径 

希釈液 ：生理食塩水 
希釈倍率は測定時の藻類濃度によって調整 
  10～1000 倍 
 

４．測定結果 

1) 濃度 

開始濃度は 1.2×106/mL であり、4日目あたりか

ら増殖期に入り、14 日目に頂点に達した。 

 
図 1 濃度変化 

2) 平均粒子径 

平均粒子径は培養 4 日目に最大となった。 
0 日目_1.05μm 
4 日目_1.25μm 

12 日目_1.08μm 

 
図 2 平均粒子径の変化 

対数増殖期に入る手前で平均粒子径

が最大となり、増殖期の末期には継代

開始時と同程度の平均粒子径となっ

た。 

 

 
図 3 重ね合わせグラフ 
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これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の
測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。 
    

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

 
図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

 
図 9 CDA-1000（トレンドグラフ） 

 
図 10 S.pombe 経時変化 
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図 4 粒度分布 

山（ピーク）が右（粒子径大）の方向

へ移動した後、左（粒子径小）へ戻る

様子がわかる。 

 

４．粒度分布 

各測定日の粒度分布を示す。 
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